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は
じ
め
に

　
わ
が
国
経
済
は
、
概
ね
緩
や
か
な

回
復
が
続
い
て
お
り
、
企
業
収
益
は

改
善
し
、
設
備
投
資
に
持
直
し
の
動

き
が
み
ら
れ
る
ほ
か
、
賃
上
げ
率
も

増
加
す
る
な
ど
、
投
資
・
雇
用
環
境

も
改
善
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
前
向

き
な
動
き
を
後
押
し
し
、
力
強
く
持

続
的
な
経
済
成
長
を
確
か
な
も
の
に

す
る
た
め
に
、
金
融
面
か
ら
経
済
全

体
の
生
産
性
お
よ
び
企
業
価
値
の
向

上
に
貢
献
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
っ

て
い
る
。

　
同
時
に
、
こ
う
し
た
持
続
的
な
経

済
成
長
の
基
盤
と
な
る
の
は
、
金
融

シ
ス
テ
ム
の
安
定
・
信
頼
と
質
の
高

い
金
融
機
能
で
あ
る
。
現
在
、
わ
が

国
の
金
融
機
関
は
総
じ
て
充
実
し
た

資
本
や
流
動
性
を
有
し
、
金
融
シ
ス

テ
ム
は
総
体
と
し
て
安
定
し
て
い
る

が
、「
金
利
あ
る
世
界
」
へ
の
移
行

が
進
む
な
か
で
、
国
内
外
の
経
済
・

金
融
市
場
を
め
ぐ
る
不
確
実
性
や
経

済
社
会
の
構
造
的
な
変
化
に
も
直
面

し
て
い
る
。
こ
う
し
た
国
内
外
の
経

済
社
会
の
構
造
上
の
変
化
や
不
確
実

性
の
高
ま
り
を
展
望
し
、
金
融
行
政

の
施
策
・
手
法
を
柔
軟
か
つ
不
断
に

見
直
し
、
改
革
を
迅
速
に
進
め
る
こ

と
も
重
要
と
な
っ
て
く
る
。

　
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
今
年
の

金
融
行
政
方
針
は
、「
Ⅰ
．
金
融
の

メ
カ
ニ
ズ
ム
を
通
じ
て
持
続
的
な
経

済
成
長
に
貢
献
す
る
」「
Ⅱ
．
金
融

シ
ス
テ
ム
の
安
定
・
信
頼
と
質
の
高

い
金
融
機
能
を
確
保
す
る
」「
Ⅲ
．

金
融
行
政
を
絶
え
ず
進
化
・
深
化
さ

せ
る
」
の
３
つ
の
柱
で
構
成
し
て
い

る
（
図
表
参
照
）。

　
本
稿
は
、
金
融
行
政
方
針
に
掲
げ

た
取
り
組
む
べ
き
課
題
や
施
策
の
方

向
性
等
を
概
括
的
に
紹
介
す
る
も
の

で
あ
る
。
な
お
、
本
稿
は
、
金
融
行

政
方
針
公
表
時
点
の
情
報
に
基
づ
く

も
の
で
あ
る
こ
と
、
文
章
中
の
意
見

に
わ
た
る
部
分
は
、
筆
者
の
個
人
的

意
見
で
あ
り
、
筆
者
が
所
属
す
る
組

織
の
見
解
で
は
な
い
こ
と
を
予
め
お

断
り
す
る
。

一 　
金
融
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

を
通
じ
て
持
続
的
な
経

済
成
長
に
貢
献
す
る

　
わ
が
国
経
済
の
持
続
的
な
成
長
に

向
け
て
は
、
金
融
・
資
本
市
場
の
メ

カ
ニ
ズ
ム
を
活
用
し
、
経
済
全
体
の

生
産
性
お
よ
び
企
業
価
値
の
向
上
を

後
押
し
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

そ
し
て
、
そ
の
結
果
も
た
ら
さ
れ
る

企
業
価
値
の
向
上
の
恩
恵
が
国
民
に

還
元
さ
れ
、
さ
ら
な
る
投
資
や
消
費

に
つ
な
が
る
と
い
う
好
循
環
を
実
現

す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

１ 　

資
産
運
用
立
国
に
向
け
た

着
実
な
進
展
等

　
資
産
運
用
立
国
は
、
こ
う
し
た
金

融
・
経
済
の
好
循
環
の
実
現
を
目
指

す
も
の
で
あ
る
が
、そ
の
実
現
に
は
、

家
計
、金
融
商
品
販
売
会
社
、企
業
、

資
産
運
用
会
社
・
ア
セ
ッ
ト
オ
ー

ナ
ー
な
ど
、
わ
が
国
の
イ
ン
ベ
ス
ト

メ
ン
ト
・
チ
ェ
ー
ン
を
構
成
す
る
す

べ
て
の
主
体
に
つ
い
て
い
っ
そ
う
の

1　

２
０
２
４
事
務
年
度
金
融
行
政
方
針
の
ポ
イ
ン
ト

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ

金
融
庁 

総
合
政
策
局 

総
合
政
策
課 

総
合
政
策
企
画
室
長　

村
木 

　
圭

「
２
０
２
４
事
務
年
度
金
融
行
政
方
針
」の

ポ
イ
ン
ト
と
今
後
の
課
題
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は
じ
め
に

　
金
融
庁
は
、
２
０
２
４
年
８
月
、

２
０
２
４
事
務
年
度
の
金
融
行
政
に

お
け
る
重
点
課
題
お
よ
び
金
融
行
政

に
取
り
組
む
う
え
で
の
方
針
に
つ

き
、「
金
融
行
政
方
針
」
と
し
て
公

表
し
た
。

　
２
０
２
４
事
務
年
度
の
金
融
行
政

方
針
は
、
４
部
構
成
を
採
用
し
て
い

た
２
０
２
３
事
務
年
度
と
異
な
り
、

「
①
金
融
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
通
じ
て

持
続
的
な
経
済
成
長
に
貢
献
す
る
」

「
②
金
融
シ
ス
テ
ム
の
安
定
・
信
頼

と
質
の
高
い
金
融
機
能
を
確
保
す

る
」「
③
金
融
行
政
を
絶
え
ず
進
化・

深
化
さ
せ
る
」
の
３
部
構
成
と
な
っ

て
い
る
も
の
の
、
項
目
自
体
に
は
大

き
な
変
更
は
な
い
。
２
０
２
３
事
務

年
度
に
引
き
続
き
、
資
産
運
用
立
国

実
現
に
向
け
た
施
策
や
サ
ス
テ
ナ
ブ

ル
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
推
進
等
の
重
要

施
策
の
説
明
に
力
点
を
置
き
、
２
０ 

２
４
事
務
年
度
で
は
三
本
柱
の
１
本

目
の
柱
と
し
て
説
明
し
て
い
る
。
他

方
で
、
２
本
目
の
柱
の
「
②
金
融
シ

ス
テ
ム
の
安
定
・
信
頼
と
質
の
高
い

金
融
機
能
を
確
保
す
る
」
で
は
、
こ

れ
ま
で
の
記
載
に
加
え
、「
グ
ル
ー

プ
経
営
に
対
す
る
監
督
態
勢
の
強

化
」「
金
融
機
関
に
よ
る
Ｍ
＆
Ａ
支

援
の
促
進
」「
金
融
犯
罪
対
策
」「
保

険
市
場
の
信
頼
回
復
と
健
全
な
発

展
」
等
、
近
時
の
動
向
を
意
識
し
た

記
載
も
み
ら
れ
る
。ま
た
、２
０
２
４

事
務
年
度
の
金
融
行
政
方
針
で
は
、

「
概
要
」「
本
文
」「
主
な
ポ
イ
ン
ト
」

の
３
点
を
８
月
末
に
公
表
し
た
後
、

金
融
行
政
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
を
意
識
し
た

詳
細
な
「
実
績
と
作
業
計
画
」
を
９

月
末
に
公
表
す
る
等
、
こ
れ
ま
で
の

金
融
行
政
方
針
と
は
構
成
や
公
表
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
に
お
い
て
若
干
の
違

い
も
み
ら
れ
る
（
図
表
１
参
照
）。

　
本
稿
で
は
、
金
融
行
政
方
針
の
位

置
づ
け
や
２
０
２
４
事
務
年
度
金
融

行
政
方
針
の
概
要
に
つ
き
簡
単
に
説

明
し
た
う
え
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

等
の
観
点
か
ら
特
に
重
要
な
ポ
イ
ン

ト
お
よ
び
金
融
機
関
に
求
め
ら
れ
る

取
組
み
に
つ
き
概
説
す
る
。
な
お
、

本
稿
に
お
い
て
意
見
に
わ
た
る
部
分

は
筆
者
の
個
人
的
見
解
で
あ
り
、
筆

者
が
現
に
所
属
し
、
ま
た
こ
れ
ま
で

に
所
属
し
た
い
か
な
る
組
織
・
団
体

の
見
解
を
示
す
も
の
で
は
な
い
。

一 　
金
融
行
政
方
針
の
位

置
づ
け
と
２
０
２
４
事

務
年
度
金
融
行
政
方
針

の
概
要

１　
金
融
行
政
方
針
と
は

　
金
融
庁
は
、
２
０
１
５
事
務
年
度

2　

２
０
２
４
事
務
年
度
金
融
行
政
方
針
と

金
融
機
関
に
求
め
ら
れ
る
取
組
み

デ
ロ
イ
ト 

ト
ー
マ
ツ 

リ
ス
ク
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
合
同
会
社

 

マ
ネ
ー
ジ
ン
グ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー 

弁
護
士
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
弁
護
士

今
野 

雅
司

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
「
２
０
２
４
事
務
年
度
金
融
行
政
方
針
」
の
ポ
イ
ン
ト
と
今
後
の
課
題
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二 

　「
最
善
の
利
益
勘
案
」

義
務
の
法
定
化
と
監
督
指

針
改
正（
案
）の
意
義
　
　 

 

（
承
前
）

２ 

　
監
督
指
針
の
ポ
イ
ン
ト
と

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
へ
の
影
響

　
法
整
備
を
受
け
て
、
監
督
指
針

（
案
）
も
公
表
さ
れ
た
（
図
表
３
）。

こ
の
指
針
は
、
最
善
の
利
益
の
詳
細

な
内
容
で
は
な
く
着
眼
点
を
示
し
、

勘
案
義
務
の
監
督
手
法
・
対
応
を
示

す
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
各
々
に
つ

い
て
ポ
イ
ン
ト
を
整
理
し
た
う
え

で
、
金
融
庁
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
へ
の
影

響
に
触
れ
る
。

⑴ 

　「
主
な
着
眼
点
」
か
ら
窺
え
る

実
態
面
で
の
対
応
ポ
イ
ン
ト

　
監
督
指
針
で
明
確
化
さ
れ
た
ポ
イ

ン
ト
は
４
つ
あ
る
（
図
表
３
に
お
け

る
下
線
部
①
〜
④
参
照
）。
１
つ
目

は
収
益
確
保
を
否
定
し
て
い
な
い
こ

と
で
あ
る
。
こ
の
点
は
「
社
会
に
付

加
価
値
を
も
た
ら
し
、
同
時
に
自
身

の
経
営
の
持
続
可
能
性
を
確
保
し
て

い
く
」
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
金
融

庁
は
、
こ
れ
ま
で
も
、
し
ば
し
ば
共

通
価
値
の
創
造
（
Ｃ
Ｓ
Ｖ
：

creating shared value
）
の
重
要

性
を
指
摘
し
、
共
通
価
値
か
ら
自
社

の
収
益
を
得
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を

明
確
に
し
て
き
た
。
勘
案
義
務
は
、

共
通
価
値
創
造
の
手
段
で
あ
り
、「
顧

客
本
位
貧
乏
」
は
求
め
て
い
な
い
。

　
２
つ
目
の
ポ
イ
ン
ト
は
顧
客
に
お

け
る
短
期
的
な
収
益
だ
け
が
重
要
で

は
な
い
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
し
、「
必

ず
し
も
短
期
的
・
形
式
的
な
意
味
で

の
利
益
に
限
ら
な
い『
最
善
の
利
益
』

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
」
を

明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
も
ち
ろ

ん
、
様
々
な
顧
客
が
い
る
以
上
、
そ

の
定
義
が
難
し
い
こ
と
は
理
解
で
き

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
結
論
と
し
て

定
義
が
で
き
な
い
こ
と
と
検
討
す
ら

し
な
い
こ
と
と
の
間
に
は
大
き
な
違

い
が
あ
り
、
営
業
現
場
で
の
実
践
に

も
差
が
生
じ
る
だ
ろ
う
。

　
３
つ
目
と
し
て
「
自
ら
の
規
模
・

特
性
等
に
鑑
み
」
か
ら
、「
最
善
の

利
益
」
を
確
保
す
る
方
策
と
し
て
、

特
定
の
提
案
手
法
が
求
め
ら
れ
る
わ

け
で
は
な
い
こ
と
も
理
解
で
き
る
。

多
く
の
金
融
機
関
が
採
用
す
る
（
複

数
の
フ
ァ
ン
ド
を
組
み
合
わ
せ
た
）

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
提
案
等
は
理
屈
の

う
え
で
間
違
っ
て
い
な
い
が
、
時
間

と
手
間
が
か
か
る
。
例
え
ば
、
イ
ン

デ
ッ
ク
ス
フ
ァ
ン
ド
を
軸
に
時
間
を

か
け
ず
に
提
案
す
る
ほ
う
が
、
子
ど

も
の
教
育
等
に
関
心
が
高
く
、
投
資

判
断
に
時
間
が
割
き
に
く
い
層
に
は

適
切
な
場
合
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　
最
後
の
４
つ
目
は
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

を
す
る
対
象
領
域
は
、
営
業
現
場
に

お
け
る
提
案
手
法
や
商
品
に
と
ど
ま

ら
な
い
こ
と
も
明
確
化
さ
れ
た
。
そ

の
前
段
階
と
し
て
の
商
品
・
サ
ー
ビ

ス
の
品
揃
え
や
提
案
・
販
売
後
の
ア

フ
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
、
さ
ら
に
は
、
動

機
付
け
の
仕
組
み
ま
で
含
み
得
る
こ

と
が
「
組
織
運
営
や
商
品
・
サ
ー
ビ

ス
提
供
も
含
め
」
か
ら
窺
え
る
。

⑵ 

　「
監
督
手
法
・
対
応
」
の
ポ
イ

ン
ト

　
監
督
指
針
の
後
半
は
、（
前
述
の

と
お
り
）
顧
客
に
お
け
る
損
失
発
生

や
大
量
の
苦
情
と
い
っ
た
現
象
だ
け

で
処
分
は
行
わ
な
い
こ
と
を
前
提

「
顧
客
の
最
善
の
利
益
」
勘
案
義
務
を
踏
ま
え
た

金
融
機
関
に
お
け
る
対
応（
下
）

株
式
会
社
ア
ク
セ
ン
チ
ュ
ア 

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
　
信
森 

毅
博

今月の解説①
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一 

　
民
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律

１　
改
正
内
容

　
今
般
、
親
族
法
の
親
子
、
夫
婦
に

関
連
す
る
部
分
を
中
心
と
し
た
改
正

を
内
容
と
す
る
「
民
法
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
」
が
成
立
し
た
（
以

下
、
特
に
記
載
の
な
い
限
り
、
一
に

お
け
る
条
文
番
号
は
民
法
の
も
の
を

さ
す
）。
公
布
日
は
令
和
６
年
５
月

24
日
で
あ
り
、
公
布
日
か
ら
２
年
以

内
の
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
さ

れ
る
。
そ
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で

あ
る
。

⑴ 

　
親
の
責
務
等
に
関
す
る
規
律

の
新
設

　
民
法
に
お
い
て
、
父
母
の
子
の
養

育
、
親
権
に
関
す
る
基
本
的
な
理
念

に
つ
い
て
の
条
項
が
設
け
ら
れ
た
。

　
具
体
的
に
は
、
父
母
は
、
子
の
心

身
の
健
全
な
発
達
を
図
る
た
め
、
子

の
人
格
を
尊
重
す
る
と
と
も
に
、
子

の
年
齢
お
よ
び
発
達
の
程
度
に
配
慮

し
て
子
を
養
育
し
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
か
つ
、
子
が
自
己
と
同
程
度
の

生
活
を
維
持
で
き
る
よ
う
扶
養
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
た
ほ
か

（
８
１
７
条
の
12
第
１
項
）、
父
母
は

婚
姻
関
係
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、

子
に
関
す
る
権
利
の
行
使
、
義
務
の

履
行
に
つ
き
、
子
の
利
益
の
た
め
、

互
い
に
人
格
を
尊
重
し
協
力
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
た
（
同
条
２

項
）。　
　

　
ま
た
、親
権
の
行
使
に
つ
い
て
も
、

親
権
は
子
の
利
益
の
た
め
に
行
使
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
明
確
化

さ
れ
た
（
８
１
８
条
１
項
）。

⑵ 

　
親
権
・
監
護
等
に
関
す
る
規

律
の
見
直
し

①
　
離
婚
後
の
共
同
親
権

　
従
前
、
父
母
が
協
議
離
婚
を
す
る

際
に
は
、
協
議
で
、
そ
の
一
方
を
親

権
者
と
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

　
本
誌
前
号
26
頁
以
下
で
は
、
第
２
１
３
回
通
常
国
会
で
成
立
し
た
金
融
機

関
の
業
務
に
関
連
す
る
法
律
の
う
ち
、「
事
業
性
融
資
の
推
進
等
に
関
す
る
法

律
」
お
よ
び
「
広
域
的
地
域
活
性
化
の
た
め
の
基
盤
整
備
に
関
す
る
法
律
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
を
と
り
あ
げ
た
。
本
号
で
は
こ
れ
に
引
き
続
き
、

金
融
機
関
の
業
務
や
組
織
と
し
て
の
取
組
み
に
関
連
す
る
と
考
え
ら
れ
る
法

律
の
制
定
、
改
正
に
つ
き
概
略
を
報
告
す
る
も
の
で
あ
る
。

２
０
２
４
年
通
常
国
会
成
立
の

金
融
関
係
法
の
概
要（
下
）

河野･川村･曽我法律事務所 弁護士
川村 英二　 古澤 陽介
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ＲＥＶＩＣ「金融機関向け
事業再生支援の手引き」を読む

第１回：事業再生概論

わしやま・ゆういち●1980年日本銀行に入行し、経済動向調査、金融機
関考査、災害対策を含む内部管理を担当。2010年同行退職後、いちい信
用金庫経営相談部長就任、その後 15年理事総合企画部長、19年理事監
査部長を歴任し、21年退任。同年より神奈川銀行非常勤監査役。中小企業
診断士、認定経営革新等支援機関、公認内部監査人。

わしやま・ゆういち●1980年日本銀行に入行し、経済動向調査、金融機
関考査、災害対策を含む内部管理を担当。2010年同行退職後、いちい信
用金庫経営相談部長就任、その後 15年理事総合企画部長、19年理事監
査部長を歴任し、21年退任。同年より神奈川銀行非常勤監査役。中小企業
診断士、認定経営革新等支援機関、公認内部監査人。

鷲山 雄一鷲山 雄一中小企業診断士中小企業診断士

　

は
じ
め
に

　
株
式
会
社
地
域
経
済
活
性
化
支
援

機
構
（
以
下
、「
Ｒ
Ｅ
Ｖ
Ｉ
Ｃ
」
と

い
う
）が
本
年
３
月
に
公
表
し
た「
金

融
機
関
向
け
事
業
再
生
支
援
高
度
化

の
手
引
き
」（
以
下
、「
本
手
引
き
」

と
い
う
）
を
読
み
解
く
本
連
載
を
引

き
受
け
る
に
あ
た
り
、
こ
れ
ま
で
の

日
本
銀
行
、
信
用
金
庫
、
第
二
地
銀

と
様
々
な
環
境
に
身
を
置
い
た
経
験

を
踏
ま
え
お
伝
え
で
き
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
本
稿
に
お
け
る
意
見
・
感
想
や
提

案
に
関
す
る
部
分
は
、
す
べ
て
筆
者

個
人
の
責
任
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、

現
在
ま
で
に
所
属
し
た
、
い
か
な
る

組
織
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
金
融
庁
が
本
年
６
月
に
公
表
し
た

「
金
融
仲
介
機
能
の
発
揮
に
向
け
た

プ
ロ
グ
レ
ス
レ
ポ
ー
ト
」
の
第
６
章

で
は
、
本
手
引
き
を
「
地
域
に
お
け

る
事
業
再
生
支
援
の
知
見
・
ノ
ウ
ハ

ウ
や
担
い
手
の
不
足
に
対
応
す
る
た

め
、
２
０
２
３
年
度
よ
り
、
Ｒ
Ｅ
Ｖ

Ｉ
Ｃ
の
有
す
る
事
業
再
生
支
援
に
関

す
る
知
見
・
ノ
ウ
ハ
ウ
を
地
域
金
融

機
関
に
展
開
す
る
取
組
み
」
の
一
つ

と
位
置
づ
け
、「
事
業
再
生
に
関
す

る
基
礎
知
識
（
事
業
再
生
計
画
の
立

案
や
金
融
支
援
・
事
業
再
生
ス
キ
ー

ム
等
）
の
ほ
か
、
Ｒ
Ｅ
Ｖ
Ｉ
Ｃ
に
お

い
て
支
援
し
た
事
業
再
生
事
例
を

ベ
ー
ス
に
し
た
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
な

ど
を
盛
り
込
み
、
事
業
再
生
の
実
務

の
流
れ
に
沿
っ
て
実
践
的
に
学
べ
る

内
容
」
と
説
明
し
て
い
ま
す
。

　
筆
者
が
最
初
に
本
手
引
き
を
目
に

し
た
際
、ペ
ー
ジ
数
の
多
さ
に
驚
き
、

現
場
で
実
務
に
追
わ
れ
て
い
る
金
融

機
関
行
職
員
が
こ
れ
を
消
化
す
る
に

は
な
か
な
か
大
変
だ
ろ
う
、
と
感
じ

ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
Ｒ
Ｅ
Ｖ
Ｉ
Ｃ
が

手
が
け
て
き
た
再
生
案
件
は
、
地
域

経
済
へ
の
影
響
が
大
き
く
地
方
で
は

大
規
模
な
企
業
を
対
象
と
す
る
も
の

で
し
た
。
こ
の
た
め
、
中
小
規
模
の

地
域
金
融
機
関
側
に
は
「
Ｒ
Ｅ
Ｖ
Ｉ

Ｃ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
は
自
行
庫
が
扱
う
小

規
模
事
業
者
の
再
生
案
件
に
は
適
さ


